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妊娠中のマーモセット母親はオス 2 匹, メス 1 匹を出
産した. 新生オス 2 匹に対して生後 6 日から投与実験を
開始した. 1 匹と実験群, もう一匹を対照群に割り当て
た. EGF もしくは生理食塩水を 0.3mg/kg 体重（0.１ml）
容量で 1 日 1 回, 10 日間の皮下投与（計 10 回投与）を
計画した. 投与期間中は, 毎日体重を計測し健康状態を
モニターしたところ, 生後 13 日目に体重低下を示した










































合わせ手続きを用いて, 文脈なし・ありの 2 条件で目と
口の弁別を訓練された. 文脈なし条件では, 個体 A もし
くは B の目および口だけを見本刺激として呈示し,比較
刺激のうちから見本刺激と同じものを選択することが
強化された. 文脈あり条件では, 個体 A もしくは B の目




























を探るため, L. rutenbergii を含む餌資源となる葉 10 種の
栄養分析を行った. L. rutenbergii は他の葉よりもタンパ
ク質が少なく繊維が多いため低品質である. しかし, 湿
重量で 83.4%の水分を含んでいたため, 優れた水分資源
といえる（他の葉は 40-55%）. これらの結果から, チャ
イロキツネザルは乾季後半の暑い日中に水分摂取のた
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